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多剤併用化学療法で肺転移が消失した睾丸腫瘍の1例
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　　A17・year－old　male　was　admitted　because　of　right　scrotal　swelling．　Under　the　diagnosis　of

testicular　tumor，　right　high　illguinal　orchiectomy　was　performed。　Histological　diagnosis　was

embryonal　carcinoma．　He　was　scheduled　to　undergo　retroperitoneal　lymphadenectomy　combi且ed

with　pre－and　post－operative　irradiation．　However，　when　a　total　dose　of　1，700　rad　was　irradiated，

multiple　Iung　metastases　were　found．　The　schedule　was　abandoned　and　bleomycin，　vinblastine

and　cis・platinum　were　given　in　combi且ation　according　to　the　Einhorn’s　regimel1．　As　he　showed

severe　leukopenia　during　the丘rst　course，　the　dose　of　vinblastine　wa．s　reduced．　By　the　end　of　the

third　course，1ung　metastases　disappeared　cαnpletely　and　serum　hCG　that　had　been　elevated

prior　to　chemotherapy　returned　to　normal．　After　completion　of　the　fourth　course，　he　has　been

maintained　on　vinblastine　every　four　weeks　and　OK・432　biweeldy．　He　has　been　weIl　and　free

of　recurre皿ce　for　the　last　seven　menths．　　’　　　　（Received　for　publication　April　23，1981）

Key　words；胎児性睾丸腫瘍（testicular　embryonal　cell　carcino皿a）

　　　　　　　多剤併用化学療法（combination　chemotheraPy）

　　　　　　　シスプラチナム（cis・platinum）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　初診：昭和55年5月7日。
　　　　　　　　　　1　緒　　言　　　．　　　　　　　主訴：右睾丸の無痛性腫脹。

　遠隔転移を生じた羅丸唾瘍の予後は，従来は絶対不　　　既往歴：小児喘息。

良であったが，近年化学療法の進歩で著明な改善がみ　　　家族歴：特記すべきことなし。

られている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現病歴：昭和55年3月宋，右陰嚢内容の腫脹に気づ

我々は，畢丸腫瘍の肺転移に対して化学療法を行い，　いた。4月初旬よりは，右下腹部痛が出現した。5月

署効が得られた症例を経験したので，若干の文献的考　　7目，当院第三内科を受診し，当科に紹介され，5月

察を加えて報告する。　　　　　　　　　　　　　　　　8日入院した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現症：右陰嚢内容は，聖丸と副畢丸が一塊となって

　　　　　　　　　ll症例　　　　小辮大噸脹し潤凸種で圧鋤・存在した．触診

患者：17歳，高校生。　　　　　　　　　　　　　　　所見から，右皐丸腫瘍と診断した。
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写真1：摘出標本の割面像　実物大　　　　　　　　　　写真2：病理組織標本　HE染色×400
　　　　黒っぽい部分は出LfrLgg。　　　　　　　　　　　　　　　純粋な胎児性癌の像を呈している。

　入院時検査所見：血算，血液化学，AFP値，　CEA　　10mm弱の結節状陰影が発見された。全肺野断層撮影

値は異常なかったが，血沈は1時間値27mm　2時間値　　　（写真3）にて，左下肺野に栂指頭大のものが2個，

42mmと充進し，血清hCGは，35．8mlU／ml（正常　　右下肺野に小指頭大のものが1個，計3個の結節状陰

値は151nlU／ml以下）と高値であった。胸部単純X線　　影が発見された。睾丸腫瘍の肺転移と診断し，治療方

撮影では，明らかな転移巣は認められなかった。　　　　　針を化学療法に変更した。放射線照射中止後測定され

　手術：5月9日，右高位除聖術を施行。摘出標本　　　た血清hCG値は，29．3mlU／m1で，入院時と比較

（写真1）は63gで，肉眼的には精索への浸潤は認め　　　して有意の減少はなく，依然高値であった。

られなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化学療法：EinhornらのBVP療法（表1）に従

　病理組織学的所見：腺管様構造を有する純粋な胎児　　い，6月10日に第1クールを開始した。開始後3日目，

性癌（写真2）で，リンパ管への浸潤が腫瘍塊の周囲　　　血小板が8万に減少したために投薬を一時中断し，経

で著明であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　過をみていたところ，10日目には，血小板は20万に回

　術後経過：除聖術後行ったリソパ管造影および排泄　　　復したが白血球が500に減少した。抗生物質，ガンマ

性腎孟造影では，腹膜後腔リンパ節転移を示唆する所　　グロブリン製剤，新鮮血輸血により，1週間で3，300と

見はみられなかった。追加治療として腹膜後腔リンパ　　正常範囲に回復した。第1クールでは，cis－platinum

節への放射線照射とその廓清を計画し，10日目より，　　を3回計90mg，　vinblastineを2回計20m9，

傍大動静脈リンパ節および右傍腸骨リンパ節にライナ　　bleomycinを2回計60mg使用したのみであったが，

ックによる超高X線照射を開始した。1，700rad照射　　第1クール開始後24日目の胸部断層撮影（写真4）で

した時点で左側胸部に刺すような痛みを訴えだしたの　　は，右肺の転移巣は消失し，左肺の2つの転移巣も縮

で，胸部X線撮影を行ったところ，左下肺野に直径　　小していた。白血球減少を防止するために，第2およ

550　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州医誌　Vol．29



多剤併用化学療法

写真3：化学療法開始前全肺野断層撮影

　　　　左下肺野に2個，右下肺野に1個，計3個の結節状陰影がある。

写真4：第1クール後胸部断層撮影

　　　　右肺の転移巣は消失し，左肺の2つの転移巣も縮小。
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　　　た。第2クール開始後29日目の左胸部断層撮影（写真

　　　5）では，左下肺野の転移巣は非常に小さくなって

，　　いた。第3クール開始後8日目には，hCG値は3．2

9　　mIU／mlと正常範囲にはいっており，化学療法開始

　　　前と比較して有意の減少を示していた。第2および第

　　　3クールでは，両クール合計で，cisplatinumを10

　　　回計300mg，　vinblastineを4回計20mg，　bleomy－

　　　cinを3回計90mg投与した。しかし，白血球減少

　　　が著明であったために第4クールではvinblastine

　　　の量をさらに半減して，vinblastineを2回計5

　　　mg，　bleomycinを3回計90mg投与した。第4クー

　　　ル途中の9月14日，患者は元気に退院した。退院後は，

　　　外来で，vinblastine　2．5mgを4週ごと，　OK－432

　　　を2週ごとに3ないし4KE，前者は静注で後者は筋

　　　注で投与する維持療法を継続しながら，経過を観察し

　　　ている。8月中旬に完全寛解状態になってから現在ま

　　　での約7ヵ月間，再発の徴候はみられていない。

皿　考　　察

　翠丸腫瘍患者の予後を左右する因子として横川ら1）

は，病理組織像，腫瘍の進展度，患者の年令，治療法

　写真5：第2クール後左胸部断層撮影　　　　　　　　の4つが重要であると述べている。組織型では，一般

　　　　　左下肺野の転移巣は非常に小さくなった。　　に精上皮腫と非精上皮腫の2つに大別されるが，精上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皮腫は放射線感受性が高く放射線治療が有効なため，

び第3クールでは，vinblastineの量を第1クールの　　予後は比較的よい。非精上皮踵には，奇形癌，胎児性

半分に減らして，7月8日，第2クールを開始した。　　癌，絨毛癌などがあるが，これらは予後不良で，中で

その結果，白血球減少の程度は軽減し，cis－platinum　　も絨毛癌では2年以上生存する例はまれである。腫瘍

を予定通り5回使用することができたが，白血球数の　　の進展度という面では，当然のことながら，ステージ

表1　EinhornのBVP療法

　　　　1　緩解導入療法（VinblastineはBleomycinの6時間前に投与）

　　　　　　　　　　　日12345　9　　
16

（　　　　　Vinblastinen．2mg／kg　1－4クール．静注）↓↓

（、。m、／潔智u恥，レ静注）↓↓↓↓↓

（　　　　　BleomycinR0mg　1－4クール静注）　↓　　　↓　　↓
　　　　H　維持療法（2年間継続）

　　　　　　　　　　　日　　　1　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　15　　　　　　　　　22

　　　　K鵠留撫注）1

　　　　鷹擁）　　　　　　　↓　　　↓　　　↓
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が進むほど予後は悪い。年令的には，幼児例では除皐　　ても寛解率が95％を下まわるものはない。

術のみでも一般に予後良好であるという。自験例につ　　　自験例においても，左側胸部痛の消失，胸部X線撮

いては，胎児性癌で遠隔転移があり，17歳ということ　　影における肺転移巣の消朱，tumor　markerとして

からして，一般に予後は不良と考えざるをえない。当　　のhCGの正常化など，完全寛解がえられている。し

初，肺転移巣が発見されていなかったので，術前照射，　かし，副作用も激烈である。自験例に出現したBVP

後腹膜リンパ節廓清術，術後照射のサンドウィッチ療　　療法の副作用によると思われるものとしては，悪心嘔

法を行う予定であったが，肺転移巣が多発性に存在す　　　吐，心窩部痛，口内炎，白血球減少症，血小板減少症，

ることが確認されたために，化学療法を行うことに変　　貧血，脱毛，発熱などがあるが，臨床上最も重要と思

更した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　われたものは白血球減少症であるeEl験例では，第1ク

　遠隔転移を有する非精上皮腫性睾丸腫瘍に対する化　　一ルに白血球が500にまで減少した。これは主として

学療法には，多数の薬剤が単独または併用で試みられ　　vinblastineの副作用によるものであろうが，ほかの

てぎた。すでに1950年代の初期より，mithramycin　　2剤との桐乗作用および化学療法前に行われた1，700

が転移を伴う睾丸腫瘍12症例に使用され，そのうち7　　radの放射線照射が，骨髄抑制をさらに一段と増強さ

症例に他覚的所見の改善をみている2）。1960年に，Li　　せたものと考えられる。

ら3）が，actinomycin　D，　methotrexate，　chora・　　EinhornらのBVP療法に関する第2報8）による

rnbuci1の3剤併用化学療法を試みてかなりの効果を　　と，原法では副作用が強く現れるので，　vinblastine

挙げて以来，にわかに聖丸腫瘍の化学療法が注目を集　　の量を4分の3に減らして，1日目に0．3mg／kgにし

めるようになった。しかし，寛解率は50％前後，完全　　ている。また，以前に放射線治療をうけていた老は，

寛解率は30％以下という状態で，決して満足できるも　　さらにvinblastineの量を4分の3に減らしている。

のではなかった4）。　　　　　　　　　　　　　　　　この方法によって，効果は原法と同じでありながら，

　1977年に，EinhornとDonohue5）は，　BVP療法　　副作用を軽減することができたと述べている。

とよばれる新しい多剤併用化学療法による経験例を発　　　維持療法として，我々は，BCGのかわりにOK－432

表した。このBVP療法とは，　bleomycin，　vinbla・　　を今回使用したが，これについても，　cis－platinum

stine，　cis－Platinumの3剤併用療法であり，寛解　　を第4クールまで使うことによって維持療法は不要に

導入療法は，3週間を1クールとし4クール行う。最　　なると，彼らは述べている。

初の3クールは，cis－platinumを1日回から5日目　　　完全寛解がえられた症例での再発率は18％で，その

まで20mg／m2，　vinblastineを1H目と2日目に0．2　　ほとんどは1年以内におこっている8）。自験例は，完

mg／kg，　bleomycinを2日目，9日目，16日目に　　全寛解状態に達して7ヵ月あまり経過しているが，幸

30mgをそれぞれ投与する。第4クールは，　cis－pla・　　い再発の徴候はない。

tinumをはずしvinblastineとbleomycinのみで　　　BVP療法は，一般に聖丸腫瘍の転移には大変有効

行う。Cis－platinumの腎毒性を予防するために，輸　　な治療法であるが，林正ら9）によると，脳転移には効

液して利尿をつける。Bleomycinは，肺線維症を防　　果がなかったという。

止するために，総量で360mg以上にならないようにす
る．．Vi。bl。、，・。。撚の6時間後セ。　b1，。m，，i。を　　　　W結語

投与することにより，vinblastineで同調化させた腫　　　最近開発されたcis－platinumを加えた多剤併用

瘍細胞をbleomycinでたたくという考え方をしてい　　化学療法によって肺転移が消失した畢丸腫瘍の1例を

る。維持療法は，4週間を1クールとし，1日目に　　報告した。

vinblastineを0．3mg／k9静注し，8日目，15日目，

22日目にBCGを接種する。以上の方法を2年間続け　　　稿を終わるにあたり，病理組織学的診断につき御教

る。彼らは，この方法で治療した27例で，寛解率100　　示いただいた本学中検病理丸山雄造助教授に深謝致し

％，完全寛解率85％と，従来の方法に比べて画期的な　　ます。なお，本稿の要旨は，日本泌尿器科学会第79回

好成績を挙げた。その後，01iverら6），　Ramseyら7）　　信州地方会で発表した。

によって追試が行われているが，いずれの報告におい
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